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３月の活動報告  ●は本会主催 
 

○関東たまニコ実行委員会 

 3/3（木）Zoom 15：00 

 各県の開催イベント確認等 
 

●たまニコイベント打合せ 

 3/10（木）14：30 三井アウトレットパーク木更津 

 イベント開催会場、動線等の確認 
 

●第三回理事会 

3/15（火）13：30 

１ 会員の入会・退会について 

２ 令和 4年度事業計画案及び収支予算案につい 

  て 

３ 代表理事及び業務執行理事の職務執行状況に

ついて 
 

●たまニコ千葉県イベント実施に係る県庁打合せ 

 3/17（木）10：00 

  県庁生協でのたまご料理提供について 

3/29（火）10：00 

三井アウトレットパーク木更津イベントについて 
 

●千葉県たまニコ実行委員会 

 3/24（木）Zoom 10：30 

 全国めだま焼き丼グランプリ千葉選考会について 

 たまニコ千葉イベントの開催案について 

 

４月の予定 
 

●養豚部会 電気料金高騰対策勉強会 

 ～酪農家のソーラー発電・蓄電の試み事例に学ぶ～ 

（千葉県養豚推進協議会との共催） 

 4/15（金）正午～ 成田市「童夢」 

 講師 若月一成 様 
 

５月以降の予定 

 今後の新型コロナウイルス感染状況で再考の可能

性がありますが、現時点での方向性をお知らせしま

す。 

○令和４年度日本養鶏協会関東甲信越地域養鶏研究

大会 

 6/8（水）午後～ 群馬県伊香保温泉「福一」 

●令和４年度定時総会 

 エンパワーメントセミナー・情報交換会 

 6/28（火）午後～ 「成田ビューホテル」 

 

３号会員紹介 

３月１８日（金） 

渡辺パイプ株式会社様のご訪問をいただきました。 

渡辺パイプ様は、農業ハウスのみならず、そのシステ

ム構築、施工までをも手掛けられており、当協会会員と

密接な関係にある企業です。 

また、ハウスの災害対策の教本を作られ、生産者の指

導にあたられており、さらに、八街市にはトマトの、埼

玉県羽生市にはイチゴの実践農場を設けられ、生産から

販売まで実践しているとのことでした。 

今年から「SEDIA トレーニングセンター」を開設し、

就農者にほ場実習、販売実習、座学を行い、卒業後も支

援する予定としているとのことなど、幅広い企業活動の

ご紹介がありました。少人数でもまとまれば視察の受入

れも行っているとのことで、ご興味のある方はお知らせ

ください。 

 

たまごニコニコ大作戦＠千葉に係るご協力のお願い 

４月２８日から８月５日までの期間において、

「たまニコ AGAIN2022」が全国で開催されます。 

たまご１日１個説を覆すなど鶏卵の消費拡大の

ために自分たちの力で消費者へたまごの素晴らし

さを直接伝えるとともに、鶏卵業界の意識改革とし

て「内から外へ、ＩからＷｅへ」を掲げ、多くの業

界人に賛同及び参加をしてもらうことを趣旨とし

ております。 

千葉県農業協会養鶏部会でも、千葉県イベント期

間である５月８日から１４日において、イベントを

企画しているところです。 

ついては、他分野の会員にもご協力・ご協賛をい

ただきたく、昨日調査のお願いをお送りしておりま

すので、御協力くださいますようお願い致します。 

なお、ご協賛品については「卵かけご飯のお米」

のように、たまごに何らかの関係性を出していただ

ければ、啓発・宣伝用資料とともに消費者向け協賛

品としてアピールさせていただきます。 

 


